
≪ 2021年度博物館実習 夏期課題「展示の企画と制作」》

誘ういきもの展

1.基本構想

世界は「誘い」で満ちている。芙味しいご

飯、友人との外出、美しい人、それから儲け

話、快楽、未知の世界・・・。「誘い」は時に抗う

べきものとされ、危険なイメージがつきもの

だが、私たち人間が誘われることにはそれぞ

れ理由がある。それは、人間以外の生き物も

同じだ。彼らも、切実な目的を持って何かを

誘い、理由があって何かに誘われる。ユニー

クな「誘い」をする、そして受ける生き物はこ

の地球上に数えきれないほど存在するため、

その中でも特に目を引く「誘い」について、体

験コーナーや実物の生体、標本等の資料を交

えて紹介したい。自然がもつ魅力に自分自身

が誘われつつ、つい何かに誘われてしまう生

き物たちに思いを馳せながら、普段自然を身

近に感じられない方にも生き物の生存戦略や

多様性に関心を持っていただけたら嬉しい。

2.展示シナリオ

説明が横書きのため順路は時計回りとす

る。「誘い」という言葉がもつ妖艶なイメージ

に合わせて展示室全体を薄暗くし、安全に歩

行できる最低限の光量にとどめ、「音」「光」

「匂い」の展示を各部屋に組み込む。来場者は

中学生以上で主に成人を想定しているが、普

段自然について考える機会の無い人達も置い

ていかないような、分かりやすい言葉や資料

を用いる。具体的目標として、彼らに「自分

が実践してみたい・されたくない誘い」を一

つでも持つで帰ってもらうこととする。
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阿部 えれに（農学研究科農学専攻）

①「誘い」とは？

この企画展で扱う「誘い」についてパネル

にて定義・解説する。人間の世界での「誘い」

と、生態系の中で起こる生存戦略としての

「誘い」を結びつけ、親近感をもってもらうた

めの説明とする。

②「瞬し討ち」捕食の為の誘いを集めたゾーン

「捕食」のために誘う生き物の特徴（ライオ

ンは狩りの時に誘わないが、この生き物たち

が誘う理由は？等）を解説し、紹介する。次

に、疑似餌を持っている種類が多い為、その

剥製の観察を促すために、「どの生き物が持

つ疑似餌か」というクイズを楽しんでもら

う。比較的管理がしやすいウツボカズラの生

体展示も行い、実物も見てもらう。最後に、

「日かげ漁」をするクロコサギを模した大き

なドームが天井に吊ってあり、解説を読んだ

り剥製を観察する来場者がその陰に実際に入

ることにより、「捕食される側Jに立ってその

迫力を実感してもらうものがある。直径4m

とするため、入場するとすぐに目に入るの

で、そこから「あれはなんだろう」という好奇

心を抱かせる。



図1 捕食ゾーン

③「愛を求めて」求愛 ・配偶の為の誘いを集

めたゾーン

「求愛・配偶」の為に誘う生き物の特徴と、

その理由・手段を解説する。基本は剥製や標

本を見せるが、行動により求愛をする動物を

大きなスクリーンで見てもらうほか、 「音」に

よる誘いを行うシュレーゲルアオガエルとエ

ンマコオロギは生体展示を行い、実際に彼ら

が発する音を聞いてもらう。日中はあまり鳴

かないため、題箋にQRコードを示し、そこ

からいつでも鳴き声が聞こえるようにする。

カワセミは給餌求愛をすることから、カワセ

ミ剥製の前方に彼らがメスにプレゼントとし

て渡すものの展示も行う。目玉展示はガータ

ースネークの交尾ボールの標本で、 100頭の

ヘビが玉のようになり交尾を行う様子を見て

もらい、「求愛・配偶」の多様性を感じても

らう。

図2 求愛ゾーン

④「助けを求めて」利用の為の誘いを集めた
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ゾーン

植物や小さい生き物が行うことの多い「誘

いjであることを解説する。同じパネルにて、

「頭上を飛ぶ鳥はどこに向かっているか考え

てみよう」という質問を出し、天井から吊り

下げられている小鳥のシルエットに注目させ

る。それを追いながら展示を見ていくと、ハ

チに関連する「誘い」（例：ハチの仲間に似た

花を持ち、オスのハチをだまして花粉を運ば

せるビー・オーキッド）があり、その先に鳥

の正体fミツオシエ」の解説がある。ミツオシ

工は人に対しても、ハチの巣の場所を教える

ために「誘い」を行うため、ここでも人と自然

の直接的な結びつきを示して興味を持っても

らう。展示室中央にはキノコに擬態する植物

の標本を連ね、最後は死肉の臭いを放ち虫を

誘う「ラフレシア」の香り体験ができる机を

配置。

図3 利用ゾーン

⑤おわりに...あなたと「誘い」について

出口のパネルにて展示解説のまとめを行

い、そこで「自分が実践してみたい ・された

くない誘い」を考えるよう促して、ここで知

った事柄を自分事として家まで持ち帰っても

らうきっかけをつくる。



3.解説バネル・題箋原稿

【A2パネル 420 x 594mm】

パネル 1 パネル2

騒し討ちごj
捕食のために誘う

パネル 3

V

●
 

ぇが
答
8

①ボンボリカエルアンコウ
②ワニガメ

③ヘビトカゲギス
詳しい解説は

剥製標本と一緒にご覧ください

一
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パネル4 パネル 5

ドームの正体
「000漁」 をする鳥 愛を求めてロ

交配のために誘う

パネル6 パネル 7
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パネル 8 パネル9

パネル 10 パネル 11

助けを求めて ヽ 9•

利用のために誘う
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パネル 12

D2 

クロコドリ背景写真

(2000 X 3000mm) 

Dl 

以上パネルの配置

パネル題名 (A2420 X 594mm) 

「誘う」とは？

蝙し討ち捕食のために誘う

疑似餌クイズ

ドームの正体「000」漁をする鳥

愛を求めて交配のために誘う

映像で見る「誘い」行動

カワセミのプレゼント

音による求愛

フェロモンによる求愛

助けを求めて利用のために誘う

SOSを出す野菜

おわりに

背景絵 (2500X 3000mm) 

日かげ漁の現場 (C面）

日かげ漁の現場 (B面）
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パネル番号 設置場所

パネル1 入口すぐ

バネル 2 捕食プース

パネル3 捕食ブース

パネル4 捕食プース

パネル5 配偶プース

パネル6 配偶プース

パネル 7 配偶プース

パネル8 配偶ブース

パネル9 配偶ブース

パネル 10 利用ブース

パネル 11 利用プース

パネル12 出口前

パネル番号l設置場所
D1 1クロコドリ背面

D2 クロコドリ背面



【題箋 180 X 100mm】

スパイダーテイルドクサリヘビ
尻尾の先にある、クモに似た「疑似鱈」に
寄ってきた小鳥などの獲物を撼食する

学名 ：Pseudocerastes urarachnoldes 

分類 ：有鱗目ヘピ亜目クサリヘピ科

体長 ：0.3-2m 

生息地：イラン．イスラム共和国

ワニガメ
ロの中にある、ミミズに似た突起鞠の付いた舌で
小魚などを呼び寄せて撼え、噛み砕いて食べる

学名 ：Macrochelys temmlnckll 

分類 ：カメ目カミッキガメ科

体長 ：甲長最大80cm

生息地：米国南東部

ナゲナワグモ
メスの「ガ」が出すフェロモンと似た物費を糸につけて
蚕らし、寄ってきた「ガ」を泉を振り回して舗獲する

学名 ：bolas spider 

分類 ：クモ目コガネグモ科ナゲナワグモ属

体長 ：1-2cm 

生息地：北アメリカ

ゲンジポタル
光を発して交配相手を鵬い出す。しかし、交配をしない
虫や蝙も光るため、光の用逢や効果は不明な椰分も多い．

学名 ：Luclolac『uclata

分類 ：コウチュウ目カプトムシ亜科ホタル科ゲンジポクル属

体長 ：15mm前後

生息地：日本

ボンポリカエルアンコウ
頭の先の「エスカ」と呼ばれる疑似餌で、
寄ってくる小魚やカエルを揚食する

学名 ：Antennorius hlspldus 

分類 ：アンコウ目カエルアンコウ亜目カエルアンコウ科カエル

アンコウ属

体長 ：15センチ前後
生息地：日本アジア，インド．西太平洋域

ヘビトカゲギス
璽の先の光る麺似餌を用いて

餌となる濱濤生物をおびき寄せ、檜食する

学名 ：Stomlasboa 

分類 ：ソコギス目トカゲギス科

体長 ：40~170cm 

生息地：地中海．東大西洋，南アフリカ沖．太平洋．北大西洋

ウッポカズラ
董の内鋼にある●朧に呼び寄せられた虫等が、 11tりやすい
纂（えり）から清化液の入った撼虫袋に薔ち養分となる

学名 ：Nepenthes 

分類 ：ナデシコ目ウッポカズラ科ウッポカズラ属

体長 ：50cm-15m 

生息地：東南アジア

ガータースネーク
メスだけでなくオス自身もメスに似た匂いを出して集まり、
時に100頭ものオスが1匹のメスに群がる 暖め合いも行う
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学名 ：Thamnophls slrtalls 

分類 ：有鱗目ユウダ科ガーターヘピ属

体長 ：46~137cm 

生息地：カナダ會コスタリカ



オオサンショウウォ
メスが産卵する際にフェロモンを放出し、それに誘われた
オスが卵のうを抱きかかえた後、体外受精させる

学名 ：Andrlas faponlcus 

分類 ：有尾目オオサンショウウオ科オオサンショウウオ属

体長 ：50-70cm（呈大150cm)

生怠地：日本列島南西部

ガ類（オオミ Jガ）
メスはフェロモンでオスをおびき寄せ、それを葱じるため
オスの触党は太く発達している ミノムシもガの一種

学名 ：Eumeta Japonlce (Heylaerts) 

分類 ：鱗翅目ミノガ科

体長 ：老齢幼虫35~50mm，成虫 30-35mm

生怠地：本州．四国，九州，沖縄

カエル亜目（シュレーゲルアオガエル）

嗚嚢で音を出しメスを呼ぷが、天敵に見つからないよう
自分は嗚かずに別嗣体が呼んだメスを横取りすることも

バッタ目（エンマコオロギ）
前翅をこすることで嗚き声を出すが、メスを呼ぶ時より
オス同士の争いをする時のほうが短く嗚＜

学名 ：Rhacophorus schlegelil 

分類 ：両生綱無尾目アオガエル科

体長 ：32-53mm 

生息地：＊tl1，四国，九州

＼
＇
 
（
 ー

入`
A
、
令

ら

麗
A
、
5

r
,
iJ
 

す
み

学名 ：T eleogryllus emma 

分類 ：バック目コオロギ上科コオロギ科

体長 ：26-32mm 

生息地：日本
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ビー・オーキッド
ハチの仲間に似た花を持つことで、交尾のためやってくる
オスのハチを願して誘い、花粉を運ばせる

学名 ：Ophrys aplfera 

分類 ：キジカクシ目ラン科オフリス属

体長 ：15-SOcm 

生息地：地中海沿岸

ハナバチの仲間
ピー・オーキッドに賜されて

やってくるハチたち。背景の写真は彼らの巣．

学名 ：Anthophila 

分類 ：ハチ目ミッパチ上科

体長 ：10-lSmm 

生忠地：世界全土

ミツオシェ (Jドグロミツオシェ）
大型哺乳類や人問に近づき、嗚いてミッパチの巣に
誘導した後、巣を域してもらい幼虫や巣そのものを食べる

学名 ：Indicator Indicator 

分類 ：キッツキ目ミツオシ工科

体長 ：20cm 

生息地：アフリカ（サハラ砂漠以南）

ハラン
キノコに似る多肉質の花を咲かせ、

キノコを食べるキJコパ工を呼んで花粉を運ばせる

学名 ：Aspidistra elatlor 

分類 ：キジカクシ目キジガクシ科スズラン亜科ハラン属

体長 ：50cm 

生息地：九州南部
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タマJカンアオイ
キノコに似せた花や匂いにより、産卵場所を
探すキ／コパ工を呼び花粉を運ばせる

学名 ：Asarum tamaense 

分類 ：コショウ目 ウマノ スズクサ科カンアオイ属

体長 ：5～13cm 

生息地：関東地方南西部

4.展示資料リスト

資料名

ジオラマ（岩とヘビ剥製）

剥製（アンコウ）

剥製（ワニガメ）

剥製（ヘビトカゲギス）

剥製（クロコサギ）

吊下げ黒ドーム

ジオラマ（ナゲナワグモ標本と糸）

生体水槽（ウツボカズラとコバエ）

標本（ペアのゲンジホタル）

映像媒体

剥製（ザリガニ）

剥製（リス）

剥製（ウグイ）

剥製（ペアのカワセミ）

ジオラマ（ヘビ交配模型）

剥製（オオサンショウウオ）

標本（ペアのオオミノガ※ミノムシ）

生体水槽（ペアのシュレーゲルアオカエル）

生体水槽（エンマコオロギ4匹）

剥製（ミツオシェ）

生体水槽（ビー・オーキッド）

標本（ハナバチ 5個体）

標本（ハラン）

標本（タマノカンアオイ）

ジオラマ（キャベツ ・モンシロ ・コマユバチ模型）

香り装置（ラフレシア模型）

ラフレシア
花から死肉に似た香1)を放ち`
寄ってきた虫等に受粉を手伝わせる

学名 ：Rafflesla 

分類 ：キントラノオ目ラフレシア科

体長 ：直径90cm

生息地：東南アジア，マレー半島

解説したいこと

スパイダーテイルドクサリヘビの疑似餌

アンコウの疑似餌 ・クイズ

ワニガメの疑似餌 ・クイズ

ヘビトカゲギスの疑似餌 ・クイズ

クロコサギの粟の利用法

クロコサギの靱の利用法

フェロモンと糸を用いた捕食

食虫植物の捕食

求愛行動となるものも他用途があること

ドバト ・ズキンアザラシ ・カタカケフウチョウの求愛

鳥類の求愛で贈られる物

鳥類の求愛で贈られる物

鳥類の求愛で贈られる物

鳥類の求愛給餌

ガータースネークの交尾ボール

フェロモンを用いた求愛 ・誘引

フェロモンを用いた求愛 ・誘引

音による求愛

音による求愛

哺乳類を誘導することによる採食

ハチヘの擬態による花粉媒介誘導

ビー ・オーキッドとの比較

キノコヘの擬態による花粉媒介誘禅

キノコヘの擬態による花粉媒介誘導

食害による天敵誘引 4つのシーン

ラフレシアの死肉臭による誘引
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番号 ブース

Al 捕食

A2 捕食

A3 捕食

A4 捕食

A5 捕食

A6 捕食

A7 捕食

A8 捕食

Bl 配偶

B2 配偶

B3 配偶

B4 配偶

B5 配偶

86 配偶

B7 配偶

B8 配偶

B9 配偶

BIO 配偶

Bl! 配偶

Cl 利用

C2 利用

C3 利用

C4 利用

C5 利用

C6 利用

C7 利用
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世界は

満ちてい

で

る
美昧しいご飯、友人 との外出．儲け話、未知の世界・・・

f誘い」には危険なイメージがつきものだが
私たち人間が誘われることには、それぞれ理由がある。

それは、人間以外の生き物も同じだ。

彼らも、切実な目的を持って何かを誘い、 談われる。

過酷な自然界での生き残りをかけて、ユニークな 「誘い」を

編み出した生き物たらの世界を体験していただきたい一

●生体展示
一部、本物の生き物が展示されています。
編し討ちをする植物と、愛を求めて
‘音”による誘いをする動物を、じっくりご覧ください。 4

●香り体験
助けを求めて誘う植物の、特別な匂いを体験できます。
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